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中央公民館研修室（２F）
まちの課題や身近な問題点について、広く意見交換をしましょう 。
ゲストをお招きする予定です。

報告会＆意見交換会を開催しま～す。気軽にお越しください。
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日々の活動報告を
行っていま～す。

平成30年度予算が決まりました！

総額１７６億8，8００万円（一般会計）。主な事業内容を
紹介します。

①防犯カメラ設置事業…市庁舎、公共施設 23か所に36 台の防犯カメラを設置します。

④公園整備事業…根ヶ谷戸公園、天神谷公園の滑り台をリースで新設します。

②保育所建設事業… 東保育園改修工事が始まります。平成３１年４月開園予定。

③子育て世代包括支援センター開設…市役所内に、妊娠期から子育て期の切れ目ない支援を行う
　 センターを開設します。相談室も新設します。

⑤防災訓練事業…平成３０年 8月 26日、九都県市合同防災訓練を市内 9か所で開催します。

⑥発達支援センター推進事業…運動、言葉、コミュニケーションなどの障がいが気になる児童・生徒・
　 その家族の相談と支援を行います。（開設場所は未定）

⑦敬老会事業…地域敬老会事業補助金は、昨年と同額の１，０００万円です。75 歳以上の対象者は、
　 738 人増の 10,100 人ですが、参加者に対する事業補助として足りる金額です。

前年比6億3,8００万円増となり、過去2番目に多い予算規模へ。
交付税は昨年と同額、市債は12億5,310万円の増額などが決まりました。

湯谷：現在はどのような活動をなさってお
いでですか。

福田：今の蓮田の政治は、長期政権の馴
れ合いでしょうか、入札妨害や違法な業
者選定などが横行し、ひどい状態です。そ
こで、復興事業も目途がついたので、蓮田
に戻り、５月の市長選の有る無しに関わら
ず、先ずは、市民の皆様に蓮田の現状を
知っていただきたく、今は支援者の方々と
駅立ちして演説しています。

湯谷：選挙の準備は？

福田：選挙運動になるような準備はしてい
ません。先ずは、駅頭で蓮田の現状を皆
様にご報告するなどの政治活動に専念し
ていますが、通り過ぎた方が演説を聞い
てビラを取りに戻ってきたり、後援会への
申し込み等、既に多くの方々からご支援を
いただき、手ごたえを感じています。

湯谷：最後になりましたが、蓮田の未来に
ついてどのようにお考えでしょうか。

福田：衣食足りて礼節を知るというよう
に、様々な課題解決のためには、先ず地
域を豊かにすることからです。地場産業を
育成し、新たな産業を呼び起こすことがま
ちづくりの原資となります。
例えば、蓮田は4車線道路が交差し、JR
も快速が停車する一大交通結節点であ
り、交通面では大変恵まれたところです。
また、東北道の蓮田SAは、上下線を合わ
せると、東京湾アクアラインの海ほたるに
匹敵する売り上げと聞いています。
このように、大きな可能性を秘めているわ
が街蓮田ですから、上手く土地利用を誘
導して、新たな産業や文化で地域振興し、
住みたい街、誇れる街にしていけば、若い
人たちも増えていき、活気あふれる蓮田
になると信じています。

湯谷：ぜひ、そうなってほしいですね。が
んばってください。私も応援しています。

福田：ありがとうございます。がんばりま
す。　最後に

　平成３０年5月20日に市長選挙が行われます。
　４選出馬を表明されている中野市長は、蓮田で生まれ、蓮田で育ち、蓮田市役所に就
職し、退職後は市議、市長という経歴です。
　一方、福田さんは、さいたま市出身、蓮田に居を構え、民間企業でまちづくりのプロと
して、自治体の街づくり計画や実践の仕事をしてきましたが、その経験と知識を請われ、
40万都市の専門委員として都市政策顧問も務め、職員の指導に当たるなど行政職の経
験もある方です。それらの業績は、民意を汲み取った組織的な協働の中から築き上げら
れたものです。また、社会人として大学院で学ぶことで構築された、事務次官を始めと
する官僚、自治体職員、民間人等、様々な人的ネットワークは、そのバックボーンとして
強力な推進力となっており、蓮田の市政にも大きな力となることを期待します。
　さいたま市、白岡市、伊奈町は人口が増加しているのに蓮田市だけが減少
しています。手遅れになる前に・・・・・、まだ間に合います。



[特別企画：対談]　蓮田の未来を考える！
今年5月に行われる蓮田市長選挙に出馬を表明された、
福田聖次さんと対談しました。

湯谷：福田さんと初めてお会いしたのは、
黒浜にあった農村センターを環境学習館
に改組するために平成15年に市が開い
た懇話会でしたね。

福田：そうでしたね。湯谷さんは公募の市
民委員として、私は学識経験者として参
加させていただきました。私は岩槻の出
身で、平成5年から蓮田に住んでいます。
まちづくりや環境の専門家であり、横須賀
市都市政策研究所専門委員として、行政
の都市政策顧問をはじめ、多くの自治体
の仕事をしてきましたが、蓮田の市政に関
わりを持ったのは、この懇話会が初めて
でした。

湯谷：私はまだ市議になる前でしたが、地
方行政についての豊富な知識と経験に基
づく福田さんのご意見には目からうろこが
落ちる思いでした。

福田：過分なお言葉ありがとうございま
す。

湯谷：その後私は、蓮田・白岡・菖蒲の１市
２町の合併協議会市民委員になったこと
がきっかけで、市政に市民の声を届けた

湯谷：この数年間は東北の被災地での復
興事業にたずさわってこられたそうです
ね。

福田：はい。私が企画立案した震災復興
事業の実施計画が採用され、主任設計者
として、つい先日まで単身で赴任しており
ました。

湯谷：それはご苦労様でした。さて、2月
に蓮田市長選出馬の記者会見を開かれま
したね。

福田：はい、2月2日に記者会見しました。
全国紙5社（読売・朝日・毎日・産経・東京）
と埼玉新聞が来て、翌3日の朝刊に全社
が記事を出しました。

いと思い、平成18年に市議選に立候補し
ました。

福田：私も、自分の知識・経験を地元地域
の発展に活かしたいとの思いで、前々回
平成23年の県議選に立候補しました。し
かし、準備期間が短かったことや、3月に
起こった東日本大震災の影響で、十分な
選挙活動ができず落選してしまいました。

福田聖次さん（まちづくりコンサルタント） 
埼玉県立春日部高校卒。東京大学大学院修了。長年街づくり
と地域活性化に従事しながら、街づくり評論家としても埼玉の
街づくりについて雑誌に首長対談シリーズを掲載。行政の都
市政策顧問として横須賀市都市政策研究所専門員等を経て、
現在、震災復興事の進め方について企画提案し、復興事業へ
主任設計者として従事。

　政治の世界へ飛び込むまで

　震災復興に尽力し、
　次は、地元蓮田の未来を創る

平成２９年１２月議会一般質問 「西口再開発ビル建設事業について」

黒浜沼は、埼玉県トラスト協会１１号保全地に指定され、夏にはハスの花が水面を覆い、多
くの市民を楽しませていましたが、２年前には完全にハスの花が消えてしまいました。この
ことがテレビや新聞で取り上げられたことで、市もハスの花消滅の原因の一つと考えられ
るアカミミガメ駆除に動き出しました。

　　３月初旬に駆除装置を設置したが、カメは冬眠していることから、まだ一匹も捕獲で
きていない。
答弁

　　時期をみて関係団体とも駆除について協議の場を持ちたい。カメの引き取りは必要
だと思う。検討していきたい。
答弁

　　環境省は、アカミミガメ対策推進プロジェクトで、国、自治体、個人等の協力で防除
を推進するとしている。市も市民参加型の駆除を進めるべき。個人が飼いきれなくなっ
たカメの引き取りや市民が捕獲したカメの引き取りをすべきであると思うが。

質問

平成２９年１２月議会一般質問 「広報の配布について」

平成３０年３月議会一般質問 「黒浜沼のアカミミガメ駆除について」

　　わからない。蓋を開けてみなければわからない。答弁

　　　　責任は私にあると感じている。事業を完成に持っていくことが責任の取り方だと思う。答弁・市長

　　今迄、蓮田市は蓮田病院ありきで進めてきた。蓮田病院が東急不動産とJVを組ん
で特定建築者に応募したことが医療法上問題ありと県から指摘を受け、特定建築者登
録者が辞退。事業は大幅に遅れた。この責任は市長はじめ市執行部にある。中野市長は
責任をどう感じているか。

質問

　蓮田市は、西口ビルの計画は変更しないで、再度特定建築者を募集しました。結果、
東急不動産一社の応募で、特定建築者は東急不動産に決定し、事業が進んでいます。
　ビルの完成は、２０２０年秋頃の予定。１階の診療床を取得する医療機関に
ついては、まだ明らかになっていません。

　蓮田市広報発行規則第５条に、「広報は発行の都度１世帯に１部、無償で配布する」
とうたわれていますが、広報配布を自治会長が兼務している自治員に委託しているた
め、自治会加入者にしか配布されていません。
　現在の世帯数は、26,630。広報発行数は22,000部。自治員を通じての配布世帯数
は、17,126。現状は、「1世帯に1部無償で配布する」ことは全くできていません！ これ
を解決するには①広報配布を民間委託し、全戸ポスティングする。②自治員が受け持ち
地域全世帯に広報を配布する。どちらかと市に問うた結果、市の回答は、「民間
委託は難しい。自治員制度見直しの中で広報配布の方法を検討する。」でした。

まちづくりコンサルタント
福田聖次さん

×
蓮田市議会議員
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